
 eq \o\ac(○,学)
令和７年４月18日　　
向日が丘相談・支援センター　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教育相談・講師派遣の申込みの手順

１　教育相談の申込み
1 担当者が相談内容を聞かせていただきますので、お電話をください。（075－951－8361）
＊　向日が丘相談・支援センターへの相談依頼の際は、基本的には保護者の了承が必要です。
学校・園の先生からの相談も受け付けます。
· まずは、事務室が対応しますので、向日が丘相談・支援センター担当者を呼び出してください。
不在の場合もありますので、御了承ください。
· 教育支援委員会等の審議の為の検査は実施できませんので、御了承ください。
2 担当者と打ち合わせの上、相談の日時・場所等が決まりましたら、「教育相談申込書（書式Ⓐ）」を郵送・E-mail・FAX・手渡し等の方法で、向日が丘相談・支援センター（京都府立向日が丘支援学校）に送付してください。
3 下記の書類を郵送・手渡し等の方法で、向日が丘相談・支援センター（京都府立向日が丘支援学校）に実施日の２週間前までに送付してください。（E-mail・FAXは不可）
　　・教育相談アセスメント票・・・・・・・・・・・・・書式Ⓑ
・教育相談票(家庭用)・・・・・・・・・・・・・・・書式Ⓒ
　　　  ＊　「教育相談アセスメント票」は、保護者の了承を得たものを送付してください。
＊　保護者の了解がない場合は、「教育相談アセスメント票」の対象幼児児童生徒名の記入は不要です。
　　　　　　また、「教育相談票（家庭用）」を送付していただく必要はありません。
　　　　＊　学校・園で作成された「アセスメント票」等がある場合は、そちらを代用していただいて構いません。
　　　　
２　地域支援講師派遣の申込み
1 担当者が依頼内容を聞かせていただきますので、お電話をください。（075－951－8361）
2 担当者との打ち合わせの上、研修等の日時等が決まりましたら、「地域支援講師派遣申込書（書式Ⓓ）」を郵送・E-mail・FAX・手渡し等の方法で、向日が丘相談・支援センター（京都府立向日が丘支援学校）に実施日の2週間前までに送付してください。
３　その他
· 上記の書類は、市町教育委員会に送付していただく必要はありません。
	担当者
	京都府立向日が丘支援学校
向日が丘相談・支援センター長
　　　　　　田中　勝

	
	TEL:075-951-8361

FAX:075-951-8362

Email: muko-soudan@kyoto-be.ne.jp


Ⓐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日　　　
京都府立向日が丘支援学校長　様
対象の児童生徒の所属する機関名　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関の長の氏名　　　　　　　　　
教育相談申込書
　教育相談を、下記の日程で依頼いたします。
記
１　日　　　時　　　令和　　年　　月　　日（　　）　　　　時　　分～　　時　　分
　　　　　　　　　　　
２　担　当　者　　　担任氏名　：　　
　　　　
　　　　　　　　　　特別支援教育コーディネーター氏名　：
３　場　　　所　　
４　相談内容

　

５　そ　の　他　　　（以下の質問に、「はい・いいえ」で回答をお願いします。）
①　今回の教育相談の実施にあたり、保護者は了解しておられますか。　　　　　　はい・いいえ
（以下　①で「はい」と答えた方のみ）
②　保護者は、「受診歴」、「診断名」、「検査歴（検査の数値）」などの個人情報を　　はい・いいえ
　　　向日が丘相談・支援センターに伝えることを了承されていますか。
　
Ⓑ　　　
　向日が丘相談・支援センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教育相談　アセスメント票
　　　作成日：令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者：　　

相談年月日：令和　　年　　月　　日
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ふりがな),氏名)
	（保護者了解のない相談の場合は無記入）
	生年月日
	西暦　　　年　　月　　日
（生活年齢　　歳　　ヶ月）

	所属名
	
	学年・組
	

	家族構成（家族構成と家庭状況、本人への関わり方など）
	生育歴・保育教育歴（利用している療育機関、健診での指摘など）

	
	向日が丘支援学校における教育相談[ 無・有（　年時） ]



	家庭での様子（生活のリズム、自由時間や休日の過ごし方など）
	校内委員会等の見解

	
	

	学校・園での様子
（授業や行事での様子、休憩時間の過ごし方、集団活動での様子など）
	学力
（教科・テストの様子、読み書き、計算、手指の操作性、記憶力など）

	
	

	
	前学期の評定（　年　学期；　段階）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	行動・社会性
（友達との関係、衝動的・強迫的な行動の有無など）
	言語・コミュニケーション
（ことばの有無、言葉の知識・理解、会話の状況、自発性など）

	
	

	検査の結果
（知能、認知特性、検査歴・受けた時期・場所、検査の種類など）
	運動・基本的生活習慣・その他
（全身運動での協応動作の様子、整理整頓や身辺自立の様子、感覚の異常、記憶など）

	
	

	身体・医学面（診断名、主治医、服薬の有無、視力・聴力など）
	興味・得意なこと・強い面・指導に活用できるもの

	
	


	主訴
	気になる行動、困っていることなど相談したい内容をできるだけ具体的に記入してください。



◆教育環境　～問題とされる行動と環境の関係～（※わかる範囲で御記入ください。）
	問題とされる行動が起こりやすい状況

	①いつ起こりますか？

②どこで起こりますか？
③だれに対して起こりますか？
④どのような状況で起こりますか？



	問題とされる行動

	


	問題とされる行動が起こった結果

	①何が起こったか
②周りはどのように対応したか



記入例　　　　　　　　　　　　　　　　　　
向日が丘相談・支援センター

教育相談　アセスメント票
　　作成日：令和　△年　△月　△日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者：　　

相談年月日：令和　△年　△月　△日
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ふりがな),氏名)
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むこう),向日)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いちろう),一郎)
	生年月日
	20△△年　11月　5日
（生活年齢　９歳　△ヶ月）

	所属名
	〇〇市立　〇〇小学校
	学年・組
	３年　特別支援学級（自閉・情緒）

	家族構成（家族構成と家庭状況、本人への関わり方など）
	生育歴・保育教育歴（利用している療育機関、健診での指摘など）

	父（42歳）会社員

母（39歳）パート
兄（中1）□□中学校

養育は母親が中心。本人に対して厳しく叱責する。
休日は父と外出をすることがある。本人との関係は良好。

中学生の兄は部活動で忙しい。
	向日が丘支援学校における教育相談　[無・有（１年時）]

３歳～　３歳半検診で言葉の遅れの指摘　○○療育教室

５歳　　△△幼稚園、○○療育教室（1回/週）

小1　　○○小学校

　　　　通級指導教室を利用
小２～　特別支援学級に入級　放課後デイ利用（2回/週）

	家庭での様子（生活のリズム、自由時間や休日の過ごし方など）
	校内委員会等の見解

	・宿題、学校の準備や片付けなど、毎日することが何度も指示されないとできない。

・食べることが楽しみで、食事の準備はよく手伝ってくれる。

・休日は父と電車で外出することが楽しみである。
	・特別支援学級（自閉・情緒）の見解。
・本児への指導・支援を考えるために、向日が丘相談・支援センターへ教育相談を依頼することが望ましい。

	学校・園での様子
（授業や行事での様子、休憩時間の過ごし方、集団活動での様子など）
	学力
（教科・テストの様子、読み書き、計算、手指の操作性、記憶力など）

	・自分の関心のあること（工作、電車の絵を描く）には熱心に取り組む。

・休憩時間はひとりで本を読んだり、電車の絵を描いたりして過ごすことが多い。
・運動会が苦手で（徒競走のピストルの音や、暑い中の練習が苦手）、運動会前は不安定になる。

	・国語の音読はたどたどしい。

・文章題は苦手だが、計算は得意である。

・手先が器用で、細かい作業や工作は得意である。
・覚えたことをすぐに忘れ、学習が積みあがりにくい。

	
	前学期の評定（３年１学期；３段階）

	
	国
	数
	理
	社
	音
	図
	体
	
	

	
	１
	２
	２
	１
	１
	３
	１
	
	

	行動・社会性
（友達との関係、衝動的・強迫的な行動の有無など）
	言語・コミュニケーション
（ことばの有無、言葉の知識・理解、会話の状況、自発性など）

	・誘われると応じるが、自分から友達と遊ぶことは少ない。穏やかな性格なので、友達からは好かれている。
・ボーっとしていることが多く、登校後の朝の準備や、体育の前に体操服に着替えることなど、やらなければいけないことに時間がかかる。
・大人しく、指示待ち傾向である。
・絵を描き始めると、描き終わるまでやめられない。途中でやめさせると動かなくなってしまい、その後の活動に取り組めない。
	・自分から周りの人に話しかけることは少ない。

・話しかけると応じるが、会話にはなりにくい。

・言葉だけでの説明では理解できにくい。

・困ったことがあっても、助けを求めることができず、黙っていることが多い。

	検査の結果
（知能、認知特性、検査歴・受けた時期・場所、検査の種類など）
	運動・基本的生活習慣・その他
（全身運動での協応動作の様子、整理整頓や身辺自立の様子、感覚の異常、記憶など）

	20△△/10　WISC-Ⅳ（●●センター）

全検査IQ　86、言語理解　70、知覚推理　102
ワーキングメモリー　88、処理速度　91

	・体を動かすことは苦手で動きがぎこちない。

・片づけられず、身の回りのものが散らかりっぱなし。

・偏食が激しく、給食では食べられないものが多い。

・騒々しいところでは、耳を押さえることがある。

	身体・医学面（診断名、主治医、服薬の有無、視力・聴力など）
	興味・得意なこと・強い面・指導に活用できるもの

	・診断名：自閉スペクトラム症

（△△病院：主治医名：・・・・）

・「○○○」を服薬中
・肥満傾向
・斜視、眼鏡をかけている。

	・本を読むのが好き。特に鉄道に興味があり、「電車博士」とクラスメイトに一目置かれている。

・係や日直の仕事はきちんとできる。


	主訴
	気になる行動、困っていることなど相談したい内容をできるだけ具体的に記入してください。
・好きな遊び（絵を描くこと）に没頭すると切り替えが難しい。うまく切り替えられる為の手立てが知りたい。


◆教育環境　～問題とされる行動と環境の関係～（※わかる範囲で御記入ください。）　　　　　　
	問題とされる行動が起こりやすい状況

	1 いつ起こりますか？
授業と授業の５分休み

2 どこで起こりますか？
教室
③　
だれに対して起こりますか？
④　どのような状況で起こりますか？
５分休みに絵を描き始めるが、時間内に描き終わることができないと、途中でやめることができず、完成するまで描き続ける。


	問題とされる行動

	好きな絵を描いていると、没頭し、授業が始まってもやめられない。


	問題とされる行動が起こった結果

	1 何が起こったか
授業が始まってから５～10分間程絵を描き続ける。
2 周りはどのように対応したか
無理矢理やめさせると、動かなくなってしまい、その後の授業に全く取り組まなくなるので、絵を描き終わるまで待ち、その後授業を始めている。



　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　
Ⓒ　　　　                                                      

向日が丘相談・支援センター
教育相談票（家庭用）
令和　　年　　　月　　　日
記入者名（　　　　　　　　）
相談対象の幼児児童生徒氏名（　　　　　　　　　　　　）（男・女）　　　　
園・学校（　　　　　　　　　　）学年等（　　　　）
相談にあたり、お子様本人や保護者や家族の方が困っていること(場面)や、相談したいことについて御記入ください。それに関わるエピソード等も、できるだけ御記入ください。
　お困りのこと（相談したいこと）など
ありがとうございました。
Ⓓ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
京都府立向日が丘支援学校長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関名　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関の長の　氏　名　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　地域支援講師派遣申込書
　講師派遣を、下記の日程及び内容で依頼いたします。
記
１　日　　時　　　　　令和　　年　　月　　日（　　）　　　時　　分～　　時　　分
２　担　　当　　　　　職名（　　　　　　　）　氏名（　　　　　　　　　　　　　）



電話番号　　　　　　　　　     　　
Email　　　　　　　　　　　　 　　
３　内　　容
	テーマ：
（研修目的）
（研修内容）


４　対象者
　　　　　　　　（参加人数：　　　名程度）
５　場　　所
学校・園で行っている支援や配慮








学校・園で行っている支援や配慮





チャイムが鳴った時に声をかけて、授業の始まりを知らせている。





＊なるべく、具体的に記述して


ください。








